
葬
送
と
墓
に

つ
い
て
の
意
識
変
化

全
国
意
識
調
査

か
ら

槇
村

　
久

子

葬送と墓についての意識変化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め

に

　
墓
地
は
都
市
化
の
中
で
変
化
し
、
墓
は
現
在
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家
族
形
態
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
墓

・
墓
地
の
も
つ
性

格
は
、
個
人
化
、
無
縁
化
、
流
動
化

へ
と
変
化
し
、
そ
の
矛
盾
を
克
服
す
る
形
と
し
て
、
墓

・
墓
地
の
共
同
化
、
無
形
化
、
有
期
限
化

の
方
向
が
導
き
だ
さ
れ
た
。
本
研
究
は
、
3
つ
の
方
向
を
検
証
す
る
た
め
に
、
墓
を
め
ぐ
る
意
識
調
査
を
実
施
し
た
結
果
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

　
墓
を
め
ぐ
る
意
識
は
、
葬
送
の

一
部
を
な
す
も
の
で
、
葬
儀
や
宗
教
に
つ
い
て
も
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
調
査
は
そ
れ
ら
を
含
む
内
容
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　

調
査
方

法

に

つ
い
て

　
本
調
査
は
科
学
研
究
費
補
助
金

(基
盤
研
究
A
)
「死
者
と
追
悼
を
め
ぐ
る
意
識
変
化
-
葬
送
と
墓
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」

(研
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究
代
表
者
　
東
北
大
学
大
学
院
教
授

・
鈴
木
岩
弓

・
研
究
期
間
は
平
成
14
年
度
～
平
成
16
年
度
)
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

調
査
内
容
は
、
問
1
～
問
9
は
墓
に
つ
い
て
、
問
10
～
問
15
は
宗
教
や
葬
儀
に
つ
い
て
、
問
16
は
戦
没
者
の
慰
霊
施
設
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
対
す
る
意
識
で
あ
る
。

　

調
査
対
象
は
全
国
の
満
20
歳
以
上
の
男
女
2
0
0
0
人
、
調
査
方
法
は
住
民
基
本
台
帳
よ
り
抽
出
、
訪
問
留
置
法
、
調
査
期
間
は
平

成
15
年
2
月
～
7
月
で
あ
る
。
回
収
状
況
は
、
1
4
0
9
人

(7
0

・
5
%
)。

　
属
性
に
つ
い
て
は
、
回
答
者
の
性
別
、
10
歳
区
分
年
齢
、
未
婚
/
既
婚
、
学
歴
、
職
業
、
年
収
、
居
住
状
況
、
被
調
査
者
の
家
族
構

成

で
は
、
子
ど
も
の
有
無
、
子
ど
も
の
人
数
、
子
ど
も
の
状
況

(就
学
前
～
就
業
ま
で
)
で
あ
る
。

　
墓
を
め
ぐ
る
意
識
に
つ
い
て
は
、
①
墓
地
の
使
用
権
の
所
有
や
課
題
等
の
現
状
、
②
共
同
化
に
関
し
て
は
永
代
供
養
墓
、
合
葬
式
の

墓

、
③
無
形
化
に
関
し
て
は
散
骨
に
つ
い
て
の
意
識
と
場
所
、
④
有
期
限
化
に
関
し
て
は
墓
地
使
用
権
、
無
縁
改
葬
と
整
理

・
統
合
に

つ
い
て
聞
い
た
。
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H
　
調
査
結
果

1
.
墓
を
め
ぐ
る
意
識

ω
　
墓
地
の
使
用
権
の
所
有
、
課
題
等
現
状
に
つ
い
て

　
問
1

「あ
な
た
は
現
在
、
お
墓
に
つ
い
て
何
か
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
か
」
で
は
、
「自
分
の
入
る
お
墓
が
な
い
」
1
0

・
2
%
、

「墓
地
や
墓
石
の
価
格
が
高
い
」
1
1

・
3
%
、
「お
墓
を
受
け
継
ぐ
人
が
い
な

い
」
3

・
0
%
、
「今
あ
る
お
墓
に
入
り
た
く
な

い
」

2

・
7
%
、
「受
け
継
い
だ
お
墓
の
管
理
に
問
題
が
あ
る
」
4

・
0
%
、
「散
骨
に
つ
い
て
」
2

・
3
%
、
「漫
然
と
し
た
不
安
を
感
じ



葬送と墓についての意識変化

て

い
る
」

9

・
8

%

、

「
そ

の
他

」

0

・
9

%

、

「
特

に

な

い
」

5

5

・
1
%

で

あ

る
。

(図

1
)

　

問

2

「
あ

な

た

は

将

来

自

分

自

身

が

入

る

予

定

の

お

墓

を

お

も

ち

で
す

か

、

お
も

ち

で

あ

り

ま

せ

ん

か
」

で

は

、

「親

か

ら
受

け
継

い
だ

墓

が

あ

る
」

3

8

・
0

%

、

「配

偶

者

の
親

か

ら
継

い

だ

墓

が

あ

る

」

1

9

・
4

%

、

「
自

分

・
配

偶

者

が

取

得

し

た

墓

が

あ

る

」

1

4

・
4

%

、

「
墓

を

持

っ
て

い
な

い

の

で
現

在

捜

し

て

い
る

」

1

・
6

%

、

「
墓

を

持

っ
て

い
な

い

が
捜

し

て

い
な

い
」

2

8

・
1

%
、

「そ

の
他

」

1

・
2

%

で
あ

る
。

　

問

2

に
対

し

て

、

「自

分

の
親

か

ら
受

け
継

い
だ

(予

定

も

含

む
)

お
墓

が

あ

る

」

「配

偶

者

の
親

か

ら

受

け
継

い
だ

お
墓

(予

定

を

含

む

)

が

あ

る

」

を

選

ん

だ

人

に
対

し

て

、

「
そ

の
受

け

継

い
だ

お

墓

は

ど

こ

に

あ

り
ま

す

か
」

と

い
う

問

に
、

「居

住

す

る

地

域

に

隣

接

し

た

場

所

に

あ

る

」

6

0

・
4

%

、

「
居

住

地

と

同

一

・
隣

接

都

道

府

県

に
あ

る
」

2

3

・
9

%

、

「遠

く

は

な

れ

た

場

所

に
あ

る
」

1
4

・
4

%

、

「
そ

の
他

」

0

・
4
%

で

あ

る

。

　

問

2

に
関

連

し

て

、

「
あ

な

た

は

親

か

ら

受

け
継

い
だ

お

墓

に

入

る

予

定

で
す

か

」

で

は

、

「
入

る
予

定

で
あ

る

」

7
4

・
1

%

、

「
入

る

つ
も

り

だ

が

配
偶

者

は
難

色

」

1

・
4
%

、

「親

と

は

別

の

お
墓

に

入

る

予

定

」

2

・
6

%

、

「
親

の
墓

か

、

新

た

な

墓

に

す

る

か

思
案

中

」

4

・

2

%

、

「将

来

の

問

題

で
、

い
ま

は

考

え

て

い
な

い
」

1

6

・
2
%

、

「
そ

の
他

」

0

・
5

%

で

あ

る

。

(図

2
)

　

で
は

、

「
別

の

墓

に

入

る

予

定

」

を

選

ん

だ

人

に

対

し

て

、

「将

来

、

先

祖

伝

来

の
お

墓

を

ど

の
よ

う

に

し
ま

す

か
」

を

問

う

と

、

「新

し

い
墓

と
併

用

し
そ

の
ま

ま

使

用
す

る
」

1

5

・
0

%

、

自分の墓がないA

墓地や墓石の価格が高いB

墓を継 ぐ人がいないC

今ある墓に入 りたくないD

継いだ墓の管理に問題があるE

散骨についてF

漠然とした按G

その他H

特に無い

無回答J

お墓について抱 えている問題

図1

131



「
そ

の
ま

ま

放

置

す

る

」

5

・
0

%

、

「
親

の
墓

は

廃

止

し

、

新

し

い
墓

に
合

葬

予

定

」

2

5

・
0

%

、

「
将

来

の
問

題

で

、

い
ま

は
考

え

て

い
な

い
」

4

5

・
0

%

で

あ

る
。

　

問

3

「
将

来

あ

な

た

の
入

る

予

定

の

お
墓

を

継

い
で

く

れ

る

人

が

い
ま

す

か

」

で
は

、

「
決

ま

っ
た

人

が

い
る

」

4

1

・

9

%

、

「
期

待

し

て

い
る

人

は

い
る

が

決

ま

っ
て

い
な

い
」

2

9

・
4

%

、

「
決

ま

っ
た

人

も

期

待

す

る

人

も

い
な

い
」

1

9

・
9

%

、

「
墓

を

継

い

で

も

ら

う

こ

と

を

希

望

し

な

い

」

7

・
7
%

で
あ

る

。

(図

3
)

　

問

4

「
あ

な

た

は

、

普

段

お
墓

参

り

を

ど

の
程

度

な

さ

い

ま

す

か

」

で

は

、

「
ほ

ぼ
毎

日

」

0

・
6

%

、

「
週

に

ー

～

2

回

位

」

0

・
9

%

、

「
月

に

ー

～

2

回

位

」

1

1

・
9

%

、

「
年

に

3

～

5

回

位

」

3

1

・
0

%

、

「
年

に

ー

～

2

回

位

」

3

9

・
0

%

、

「
ほ

と

ん
ど

行

か
な

い
」

1

5

・
5
%

、

「
そ

の
他

」

0

・
5
%

で

あ

る
。

　

問

5

「
あ

な

た

は

、

先

祖

か

ら

の

お

墓

を

受

け

継

い

で

、

そ

れ

を

守

っ
て

供

養

す

る

こ

と

が

子

孫

の
義

務

と
考

え

ま

す

か
」

で
は

、

「
そ

う

思

う

」

人

は

4

6

・
5

%

、

「
ど

ち

ら

か

入る予定A

入るつもりだが配偶者は難色B

親とは別のお墓に入る予定C

親の墓か新たな墓にするか思案中D

将来の問題で今は考えていないE

その他F

無回答

親から継いだ墓に入るか

G

図2

決 まった人がいるA

期待している人がいるが決まっていない
決まった人も期待する人もいない

B

C

墓を継いでもらうことを希望しないD

無回答E

将来入る予定の墓を継いでくれる人がいるか

図3
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と

い
え

ば

そ

う

思

う

」

4

1

・
2
%

、

「ど

ち

ら

か

と

い
え

ば

そ

う

思

わ

な

い
」

5

・
8

%

、

「
そ

う

思

わ

な

い
」

6

・
0

%

で
あ

る

。

「
そ

う
思

う
」

人

の
計

は

8

7

・
7
%

で
、

「
そ

う
思

わ

な

い
」

人

の
計

は

1

1

・

9

%

で

あ

る
。

②

　
墓

の
共

同

化
ー

合

葬

式

の
共

同

墓

に

つ

い
て

　

問

6

「
お

墓

を

継

い

で
く

れ

る

人

が

い
な

い
人

の

た

め

に

、

一
つ

の
墓

を

共

同

利

用

す

る

合

葬

式

の
共

同

墓

(
い
わ

ゆ

る

「永

代

供

養

墓

」
)

が
考

案

さ

れ

て
、

現

実

に
利

用

さ

れ

て

い
ま

す

。

問

6

1

1

「
あ

な

た

は

こ

の
よ

う

な

合

葬

式

の
共

同

墓

を

ご

存

知

で

し
た

か

、

ご

存

知

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

か

」

で

は

、

「知

っ

て

お

り

、

使

用

し

て

い
る
」

2

・
9

%

、

「知

っ
て

い

る

が

、

使

用

し

て

い
な

い
」

2

3

・
2

%

、

「詳

し
く

知

ら

な

い
が

、

聞

い
た

こ

と

が

あ

る
」

3

6

・
1

%

、

「
知

ら

な

い
」

3

6

・
8

%

で

あ

る

。

(図

4
)

　

問

6
-

2

「
「
あ

な

た

は

上

記

の
よ

う

な

合

葬

式

の

A [知っており、使用 して些 一一__」
l　 B 脚 っているが使用していない　　　1
lc i詳しく知らない燗 いたことはある1

　　 D
椥 らない　　　　　　　　　　　1

i　　 E 嚥回答　　　　　　　　　　　1

合葬式の共同墓を知っているか

図4

1

A 1　　 積極的に評価する

B 1　　　 関心を持っている
C i継ぐ人がいなければやむを得ない
D 1　 お墓 としでま相応 しくな・
E 1　　　　　 その他
F 1　　　　　 無回答

合葬式の共同墓についてどう考えるか1

図5
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共

同
墓

に

つ

い
て

ど

の

よ

う

に
考

え

ま
す

か
」

で

は

、

「
積

極

的

に

評

価

す

る

」

5

・
5

%

、

「
関

心

を

持

っ

て

い
る
」

6

・
5

%

、

「
継

ぐ

人

が

い
な

け

れ

ば

、

や

む
を

得

な

い
」

7

1

・
7

%

、

「
お

墓

と

し

て
は

ふ

さ

わ

し
く

な

い
」

1

0

・
4

%

、

「
そ

の
他

」

3

・
7
%

で
あ

る
。

(図

5
)

③

　

墓

の
無

形
化

-

散

骨

に

つ
い
て

　

問

7

「
最

近

、

海

や

山

に

お

骨

を

撒

く

、

い
わ

ゆ

る

散

骨

を

求

め

る

市

民

団

体

が

登

場

し

、

現

実

に

散

骨

を

行

う

人

々

も

出

て

き

ま

し

た

。

あ

な

た

は
散

骨

に

つ
い

て
ど

の
よ

う

に
思

い
ま

す

か
」

で

は

、

「
認

め

る

べ

き

で
あ

る
」

6

・
2

%

、

「
本

人

の
希

望

が

あ

れ

ば

、
認

め

て
も

よ

い
」

7

2

・
0

%

、

「
認

め

る

べ
き

で

は

な

い
」

1

7

・
8

%

、

「
そ

の
他

」

3

・
1

%

で

あ

る
。

(図

6
)

　

問

7

で

「
認

め

る

べ

き

で

あ

る
」

ま

た

は

「本

人

の
希

望

が

あ

れ

ば

、

認

め

て

も

よ

い
」

を

選

ん

だ

人

A 認めるべきである
1本人の希望があれば認めても良い

1認めるべ きではない
D 1その他
E 1無回答

散骨 について ど う思、うか

図6

A　 　1　 全部の骨の散骨を希望
B 一部散骨、残りはお墓に希望
C 希望しない
D その他
E 無回答

散 骨 によって葬 られる ことを希望 す るか

図7
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に
対

し

て
、

「あ

な

た

自

身

は

、

散

骨

に

よ

っ
て
葬

ら
れ

る

こ
と

を

希

望

し

ま

す

か

」

と

い
う

問

に

、

「
全

部

の
骨

の
散

骨

を

希

望

す

る
」

1

2

・
2

%

、

=

部

散

骨

、

残

り

は
お

墓

に
を

希

望

す

る
」

2

0

・
1
%

、

「
希

望

し

な

い
」

6

0

・
0
%

、

「
そ

の
他

」

6

・
3

%

で

あ

る

。

(図

7
)

　

問

7

で
、

「認

め

る

べ
き

で

あ

る

」

ま

た

は

「本

人

の
希

望

が

あ

れ

ば

、

認

め

て

も

よ

い
」

を

選

ん

だ

人

に

対

し

て

、

「
散

骨

す

る

場

所

に

つ

い
て

、
ど

の
よ

う

に
考

え

ま

す

か

」

を

問

う

た

と

こ

ろ

、

「
原

則

と

し

て
自

由

に
認

め

る

べ
き

で

あ

る

」

と

考

え

る
人

は

2

4

・
9

%

、

「散

骨

の

場

所

は

一
定

の
制

限
を

設

け

る

べ
き

で
あ

る
」

4
2

・
0

%

、

「わ

か
ら

な

い
」

2

6

.
6

%

で

あ

る
。

(図

8

)

の

　

墓

の
有
期

限

化

-

無

縁

改

葬

、
整

理

・
統

合

に

つ

い
て

く　

問

8

「
無

縁

と

な

っ
た

お
墓

は
改

葬

さ
れ

、
整

理

・
統

合

さ

れ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

り

ま
す

。

平

成

11
年

5

月

1

日

か

ら

無

縁

改

葬

の
手

続

き

が
簡

素

化

さ

れ

ま

し
た

が

、
ご

存

知

で

あ

っ
た

で

し

ょ

う

か

」

で

は

、

「知

っ
て

い
る

」

4

・
5
%

、

「
聞

い
た

こ
と

が

あ

る

が

、

詳

し

く

知

ら

な

い
」

1

5

・
8

%

、

「
知

ら

な

い
」

7
9

・
1

%

。

「
そ

の
他

」

0

・
2

%

で

あ

る

。

　

問

9
「

般

に
お

墓

は

ど

の
よ

う

な

と

き

に
無

縁

改

葬

さ

れ

る

こ
と

に

な

る

と

思

い
ま
す

か
」

で

は

、
問

9
―

1

「
お

墓

の
あ

と

つ
ぎ

(承
継

者

)

が

い
な

く

な

っ
た

時

、

無

縁

改

葬

さ

れ

る
」

に

、

「
そ

う
思

う

」

と

答

え

た

人

は

、

7

2

・
2

%

、

「
そ

う

思
わ

な

い
」

2

6

・
0

%

で
あ

る
。

　

問

9
―

2
「

定

期

間

、
墓

地

使

用

の

た

め

の
管

理

費

を

支

払

わ

な

く

な

っ
た

と

き

、

無

縁

A 原則として自由に認めるべき　　　1
B i散骨場所は一定の制限を設けるべき1
C
1わか らないD 無回答

散骨 をする場所 につい て どう考 えるか

図8
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改

葬

さ

れ

る

」

に

、

「
そ

う

思

う
」

と

答

え

た

人

は

5

2

・
7
%

、

「そ

う

思

わ

な

い
」

は

4

4

・
9

%

で
あ

る
。

　

問

9
1

3

「
無

縁

と

思
わ

れ

る
お

墓

の
前

に
縁

故

者

確

認

の
た

め

の
立

て
札

が

1
年

間

立

て

ら

れ

、

最
終

的

に

そ

の
お

墓

の
縁
故

者

が

み

つ
か

ら
な

い

こ
と

が
確

認

さ
れ

た

と

き

、

無

縁
改

葬

さ
れ

る
」

に

、

「
そ
う

思

う

」

と
答

え
た

人

は

5
6

・
8

%

、

「
そ

う

思

わ

な

い
」

3

9

・
8

%

で

あ

る
。

　

問

9
i

4

「永

代

使

用
権

付

き

の
墓

地

を

取

得

す

れ

ば

、
無

縁

改

葬

さ

れ

る

こ
と

は
な

い
」

で

は
、

「
そ

う

思

う
」

と
答

え

た

人

は

6

4

・
1
%

、

「そ

う

思

わ

な

い
」

3
2

・
6

%

で
あ

る
。
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2
.

葬
儀

・
宗

教

を

め

ぐ

る

意
識

ω

　

宗

教

団
体

等

に

つ
い

て

の
意

識

　

問

10

「あ

な

た

は
、

葬

式

や

法

事

を

依

頼

す

る

、

昔

か
ら

付

き

合

い

の
あ

る

お

寺

が

あ

り

ま

す

か
、

あ

り

ま

せ

ん

か
」

で
は

、

「あ

る
」

6

2

・
5

%
、

「昔

は
あ

っ
た

が

今

は
無

い
」

4

・
5
%

、

「
な

い
」

3

2

・
6
%

で
あ

る

。

　

問

11

「
あ

な

た

は

、
そ

の
よ

う

な

お
寺

や
地

域

の
神

社

(氏
神

)

と

は
別

に
、

宗

教

団

体

に

入

っ
て

い
ま

す

か
、

い
ま

せ

ん

か
」

で

は

、

「
入

っ
て

い
る
」

は

1

0

・
2

%
、

「昔

は

入

っ
て

い
た

が

今

は

入

っ
て

い
な

い
」

1

・
2

%

、

「入

っ
て

い
な

い
」

8

8

・
4
%

で
あ

る

。

　

「
入

っ
て

い
る
」

「昔

は
入

っ
て

い
た

が

今

は

入

っ
て

い
な

い
」

を

選

ん

だ

人

に

、

「
そ

の

よ

う
な

宗

教

団

体

に

入

っ
た

の

は

い

つ
で

す

か

」

の
問

に

対

し

て

、

「自

分

や
配

偶

者

の
代

に
入

っ
た

」

の
は

3

6

・
0

%

、

「親

の
代

に

入

っ
た
」

人

は

3

9

・
8

%

、

「
そ

れ

以
前

か

ら
続

い

て

い
る
」

1

6

・
1
%

で
あ

る

。

　

問

12

「あ

な

た

の
お

宅

に

仏

壇

は
あ

り

ま

す

か
、

あ

り

ま

せ

ん

か
」

で
は

、

「あ

る
」

の
は

5
2

・
4

%

、

「仏

壇

は
無

い
が

、

位

牌



葬送と墓についての意識変化

等

を
飾

っ
て

い

る
」

5

・
2

%

、

「
な

い
」

4

1

・
4

%

で

あ

る

。

　

問

12
で

仏

壇

が

「
あ

る
」
、

ま

た

は

「
仏

壇

は

無

い
が

、

場

所

を

定

め

て
、

位

牌

や

故

人

の
写

真

な

ど

を

飾

っ
て

い
る

」

を

選

ん

だ

人

に

対

し

て

、

「
あ

な

た

は

普

段

、

仏

壇

な

ど

を

ど

の
程

度

拝

み
ま

す

か
」

の
問

に

、

「
ほ

ぼ
毎

日
」

拝

む

人

は

5

4

・
5

%

、

「
週

に

ー

～

2
回

位

」

は

1

1

・
7

%

、

「
月

に

ー

～

2

回

位

」

1

1

・
5

%

、

「
年

に

3

～

5

回

位

」

8

・
9

%

、

「年

に

ー

～

2

回

位

」

5

・
2

%
、

「
ほ
と

ん

ど

拝

ま

な

い
」

人

は

7

・
3

%

で

あ

る
。

　

問

13

「あ

な

た

の
お

宅

に
」

神

棚

が

あ

り

ま

す

か

、

あ

り

ま

せ
ん

か
」

で
は

、

「
あ

る

」

人

は

4

6

・
6
%

、

「神

棚

は
な

い
が

、

お

札

等

を

置

い

て

い
る
」

6

・
5
%

で
、

「な

い
」

は

4

6

・
8

%

で
あ

る

。

　

問

13

で
神

棚

が

「
あ

る
」

ま

た

は

「神

棚

は

な

い
が

お
札

等

を

置

い

て

い

る
」

を

選

ん
だ

人

に
対

し

て

、

「
あ

な

た

は
普

段

、
神

棚

な
ど

を

ど

の
程

度

拝

み

ま
す

か
」

に
対

し

て

、

「
ほ

ぼ

毎

日

」

拝

む

人

は

3

2

・
1

%

、

「週

に

ー

～

2
回

位

」

8

・
4

%

、

「
月

に

ー

～

2

回
位

」

1

7

・
4

%

、

「
年

に

3

～

5
回

位

」

1

1

・
5
%

、

「年

に

ー

～

2
回

位

」

1

5

・
9

%

、

「
ほ

と

ん
ど

拝

ま

な

い
」

1

3

・
2
%

で
あ

る

。

②

　
葬
儀
に
つ
い
て
の
意
識

　
問

14
-
1

「葬
式
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
が
も

っ
と
も
大
切
だ
と
考
え
る
も
の
は
何
か
」
で
は
、

「死
者
を
死
後

の
世
界
に
送
る
儀
礼
で
あ
る
」
3
8

・
0
%
、
「死
者
と
お
別
れ
を
す
る
儀
礼
で
あ
る
」
3
6

・
1
%
、
「親
し
い
人
の

死
を
受
け
入
れ
る
儀
礼
で
あ
る
」
4

・
6
%
、
「死
者
を
偲
ぶ

(追
悼
す
る
)
儀
礼
で
あ
る
」
1
7

・
1
%
、
「遺
族
に
お
く
や
み
を
述

べ
る
儀
礼
で
あ
る
」
2

・
6
%
で
あ
る
。

　
問

14
1
2

「葬
式
は

一
般
に
は
、
死
者
や
遺
族
の
社
会
的
地
位
に
ふ
さ
わ
し
く
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
を
ど
の
よ
う
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に
考

え

ま

す

か
」

で

は
、

「
そ

う

思

う
」

人

は

1

4

・
5

%

、

「
ど

ち

ら

か
と

い
え

ば

そ

う

思

う

」

2

3

・
7
%

、

「ど

ち

ら

か
と

い
え

ば

そ

う

思

わ

な

い
」

2

5

・
6
%

、

「
そ
う

思

わ

な

い
」

は

3

5

・
5

%
。

「
そ

う

思

う

」

人

は

計

3

8

・
3

%

に

対

し

て

、

「
そ
う

思

わ

な

い
」

人

は

6

1

・
0

%

で

あ

る

。

　

問

14
1

3

「
『葬

式

は

一
般

に

は
、

死

者

の
意

思
を

尊

重

し

て
行

う

べ
き

も

の
で

あ

る
』

と

い
う

意

見

を

ど

の

よ

う

に
考

え

ま

す

か
」

で

は

、

「
そ

う

思

う
」

5

4

・
4

%

、

「
ど

ち

ら

か

と

い
え

ば

そ

う

思

う

」

3

8

・
1

%

、

「
ど

ち

ら

か

と

い
え

ば

そ

う

思

わ

な

い
」

3

・
8

%

、

「
そ

う
思

わ

な

い
」

3

・
2

%

で
あ

る
。

「
そ

う

思

う

」

人

の
計

は

9

2

・
5
%

で

、

「そ

う

思

わ

な

い
」

人

の
計

は

わ

ず

か

6

・
9

%

し

か
な

い
。

　

問

14
-

4

「
あ

な

た

は

、

ご

自

分

の
葬

式

の
規

模

に

つ

い
て

ど

の
よ

う

に

希

望

し

ま

す

か
」

で

は

、

「お

金

を

か
け

て
、

葬

式

を

行

っ
て
欲

し

い
」

0

・
6

%

、

「人

並

み

の
葬

式

を

行

っ
て
欲

し

い
」

1

9

・
2
%

、

「質

素

な
葬

式

を

行

っ
て
欲

し

い
」

3

9

・
4

%

、

「火

葬

、

埋

葬

の

み

で
葬

式

は

行

わ

な

い
」

5

・
5
%

、

「特

に

希

望

は

な

い
」

3
3

・
7
%

で
あ

る
。

⑧

　
死

後

の
霊

魂

等

に

つ

い
て

の
意

識

　

問

15

「あ

な

た

は

死

後

の
霊

魂

の
存

在

を

信

じ
ま

す

か

、
信

じ
ま

せ
ん

か
」

で
は

、

「
信

じ
る

」

人

は

1

6

・
8

%
、

「あ

り

う

る
と

思

う
」

3

6

・
6

%

、

「
信

じ
な

い
」

2

0

・
4
%

、

「わ

か

ら

な

い
」

2

5

・
9

%

で

あ

る
。

　

問

15
で

「
信

じ

る
」

ま

た

は

「信

じ

る

と

い
う

ほ
ど

で

は

な

い
が

あ

り

う

る

と

思

う
」

を

選

ん

だ

人

に
対

し

て

、

「
死

後

の
霊

魂

は

ど

こ

に

い
る
と

お

考

え

で

す

か
」

を

間

う

と

、

「墓

」

と
答

え

た

人

は

2

7

・
4

%
、

「仏

壇

」

1

9

・
5
%

、

「寺

な

ど

の
宗

教
施

設
」

3

・
6

%

、

「死

亡

場

所

」

8

・
2
%

、

「
山
」

1

・
1

%

、

「
海

の
彼

方

」

1

・
2

%

、

「
天
国

・
極

楽

・
浄

土

・
地

獄

・
黄

泉

の
国

」

4

3

・
2
%

、

「生

者

の
心

の
中
」

4

5

・
7
%

、

「そ

の
他
」

6

・
1

%

で
あ

る

。

(選

択

は

い
く

つ
で
も

)
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問

15

で

「
信

じ
る

」

ま

た

は

「
信

じ
る

と

い
う

ほ

ど

で
は

な

い
が

、

あ

り

う

る

と

思

う
」

を

選

ん

だ

人

に
対

し

て

、

「死

者

の
霊

魂

は

、

生

者

の
生

活

に

影

響

を

及

ぼ

す

と

考

え

ま

す

か

、

考

え

ま

せ

ん

か
」

を

間

う

た

と

こ

ろ

、

「
大

い
に

影

響

を

及

ぼ

す

」

と

考

え

る

人

は

6

・
5
%

、

「時

に
応

じ

て
影

響

を

及

ぼ

す

」

4

6

・
3
%

、

「影

響

を

及

ぼ
す

こ

と

は

な

い
」

2

0

・
8

%

、

「
そ

の
他

」

0

・

5

%

、

「
わ

か

ら
な

い
」

2

4

・
3

%

で
あ

る

。

葬送と墓についての意識変化

3
.
戦
没
者
の
慰
霊
に
つ
い
て

　
問
16

「戦
没
者
の
慰
霊
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
は
国
の
戦
没
者
慰
霊
施
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
」
で
は
、
「現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」
3
0

・
3
%
、
「新
し
い
戦
没
者
慰
霊
施
設
を
設
け
る
べ
き
」
1
7

・
7
%
、
「靖
国
神

社
を
国
の
戦
没
者
慰
霊
施
設
に
」
8

・
2
%
、
「千
鳥
が
淵
戦
没
者
墓
苑
を
国
の
中
心
に
」
3

・
7
%
、
「そ
の
他
」

1

・
0
%
、
「わ

か
ら
な
い
」
3
8

・
8
%
で
あ
る
。

　
問
16
で

「新
し
い
戦
没
者
慰
霊
施
設
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
」
を
選
ん
だ
人
に
対
し
て
、
「戦
没
者
慰
霊
の
新
し

い
施
設
を
設
け
た

方

が
よ
い
と
考
え
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
」
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「国
が
戦
没
者
慰
霊
施
設
を
持

つ
の
は
当
然
」
3
5

・
2
%
、
「宗
教
色

排
除
の
戦
没
者
慰
霊
施
設
が
必
要
」
4
7

・
2
%
、
「国
民
の
戦
争
の
記
憶
の
た
め
に
必
要
」
3
5

・
6
%
、
「貢
献

し
死
ん
だ
人
の
施

設
を
国
が
設
け
る
」
4
1

・
6
%
、
「そ
の
他
」
2

・
0
%
で
あ
る
。
(選
択
は
3
つ
ま
で
)

皿
　
調
査
結
果
の
考
察

1
ー
ω
　
墓
地
の
使
用
権
の
所
有
や
課
題
な
ど
現
状
に
つ
い
て
、
「現
在
、
墓
に
つ
い
て
何
か
抱
え
て
い
る
問
題
」

は
、
「墓
地
や
墓
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石

の
価
格
が
高

い
」
1
1

・
3
%
、
「自
分
の
入
る
お
墓
が
な
い
」
1
0

・
2
%
だ
が
、
「漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
て
い
る
」
人
も

9

・
8
%
あ
る
。
年
齢
別
で
は
40
代
以
後
は
、
「墓
が
な
い
」
「墓
地
や
墓
石
が
高
い
」
「自
分
の
お
墓
の
承
継
者
が
い
な
い
」
と
現
実

的
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「受
け
継
い
だ
お
墓
の
管
理
問
題
」
4

・
8
%
、
「散
骨
」
2

・
8
%
は
親
か
ら
の

墓
の
継
承
と
、
次
世
代

へ
の
継
承
の
問
題
と
関
わ
る
。

　

「親
か
ら
」
3
8

・
0
%
、
「配
偶
者
の
親
か
ら
」
継
い
だ
人
1
9

・
4
%
と

「自
分
で
取
得
し
た
」
1
9

・
4
%
で
、
既
に
7

1

・
8
%
の
人
は
墓
が
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
か
で
は
、
「居
住
す
る
地
域
に
隣
接
」
や

「居
住
す
る
地
域
に
同

一
・
隣

接

の
都
道
府
県
」
に
あ
る
人
は
2
3

・
9
%
で
、
墓
の
管
理
や
将
来
の
使
用
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
「遠
く
離
れ
た
場
所
に
あ
る
」

人
も
1
4

・
4
%
あ
り
、
管
理
の
困
難
と
将
来
の
使
用
に
不
確
定
要
素
が
あ
る
。

　

「親
か
ら
受
け
継

い
だ
墓
に
入
る
か
予
定
」
を
聞
く
と
、
7
4

・
1
%
は

「入
る
予
定
」
で
あ
る
が
、
[入
る
つ
も
り
だ
が
配
偶
者

が
難
色
」
1

・
4
%
、
「親
と
は
別
の
墓
に
入
る
」
2

・
6
%
、
「新
た
な
墓
に
す
る
か
思
案
中
」
4

・
2
%
と
、
8

・
2
%
の
人
は
墓

が
あ
っ
て
も
入
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。
別
の
墓
に
入
る
予
定
で
あ
れ
ば
、
「先
祖
伝
来
の
墓
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
」
で
は
、
「併
用

し
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
」
1
5

・
0
%
は
い
ず
れ
次
世
代
に
な
れ
ば
親
の
墓
は
管
理
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
「親
の
墓
は
廃
止

し
、
新
し
い
墓
に
合
葬
」
2
5

・
0
%
を
合
わ
せ
る
と
、
4
0

・
0
%
は
親
か
ら
の
墓
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
墓

の
承
継
で
は
、
「将
来
入
る
予
定
の
墓
を
継
い
で
く
れ
る
人
が
い
る
か
」
を
見
る
と
、
「決
ま

っ
た
人
が
い
る
」
の
は
4
1

・
9
%

だ

が
、
「期
待
し
て
い
る
が
決
ま

っ
て
い
な
い
」
2
9

・
4
%
、
「決
ま

っ
た
人
も
期
待
す
る
人
も
い
な
い
」
1
9

・
9
%
、
さ
ら
に
明

確

な
意
思
を
持

っ
て

「墓
を
継

い
で
も
ら
う
こ
と
を
希
望
し
な
い
」
人
が
7

・
7
%
い
る
。

つ
ま
り
、
約
6
割
の
墓

は
承
継
さ
れ
ず
、

現
在
受
け
継

い
で
も
今
後
無
縁
化
が
進
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

「先
祖
の
墓
を
受
け
継
い
で
守

っ
て
い
く
こ
と
が
子
孫
の
義
務
と
考
え
る
か
」
は

「そ
う
思
う
」
4
6

・
5
%
、
「ど
ち
ら
か
と
い
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え

ば

そ

う

思

う
」

4

1

・
2

%
あ

る

。

し

か
し

実

態

は

、
前
述

の
と

お

り

で
、
ま

た

墓
参

り

の
程

度

に

つ

い
て

は

「年

に

ー

～

2
回

位

」

3

9

・
0
%

、

「
ほ

と

ん

ど
行

か

な

い
」

人

も

1

5

・
5

%

で

あ

る

。
墓

の
無

縁

化

、
流

動

化

へ
の
傾

向

は
避

け

ら
れ

ず

、
先

祖

供

養

か
ら

自

分

た

ち

の
死

後

設

計

へ
の
方

向

が

見

ら

れ

る

。

葬送と墓についての意識変化

　

1
ー
②
　
共
同
化
に
つ
い
て
は
、
「墓
を
継

い
で
く
れ
る
人
が
い
な
い
人
の
た
め
に

一
つ
の
墓
を
共
同
利
用
す
る
合
葬
式
の
共
同
墓

が
考
案
さ
れ
て
い
る
」

こ
と
に
つ
い
て
、
す
で
に

「使
用
し
て
い
る
」
人
は
2

・
9
%
い
る
。
「知

っ
て
い
る
が
使
用
し
て
い
な
い
」

2
3

・
2
%
、
「詳
し
く
知
ら
な
い
が
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」
3
6

・
1
%
と
、
共
同
墓
に
つ
い
て
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
。

　

で
は

「合
葬
式
の
共
同
墓
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
は
、
「積
極
的
に
評
価
す
る
」
5

・
5
%
、
「関
心
を
持

っ
て
い
る
」

6

・
5
%
と
、
1
2
%
の
人
は
積
極
的
に
考
え
て
い
る
が
、
「継
ぐ
人
が
い
な
け
れ
ば
や
む
を
得
な
い
」
が
7
1

・
7
%
と
消
極
的
容

認
で
あ
る
。
年
齢
別
と
都
市
規
模
別
に
見
る
と
、
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
人
は
年
齢
別
で
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
積
極
的
に

考
え
て
い
る
の
は
他
の
年
代
層
が
約
3
%
、
4
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
30
代
8

・
8
%
と
40
代
8

・
6
%
と
異
な
る
。
ま
た
大
都
市

と
人
ロ
ー0
万
人
以
上
で
は
6
%
台
で
あ
る
。
30
代
と
40
代
、
ま
た
都
市
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
積
極
性
が
み
ら
れ
る
。

　
合
葬
式
の
共
同
墓
に
つ
い
て
は
消
極
的
容
認
で
あ
る
が
、
「将
来
入
る
墓
を
継
い
で
く
れ
る
人
が
い
る
か
」
で
は
、

「決
ま

っ
た
人
が

い
る
」
4
1

・
9
%
だ
が
、
「期
待
し
て
い
る
人
は
い
る
が
決
ま

っ
て
い
な
い
」
2
9

・
4
%
、
「決
ま

っ
た
人
も
期
待
す
る
人
も
い
な

い
」

1
9

・
9
%
、
明
確
に
意
思
を
持

っ
て

「墓
を
継

い
で
も
ら
う
こ
と
を
希
望
し
な
い
」
人
が
7

・
7
%
い
る
。

つ
ま
り
、
現
実
的

に
は
約
6
割
の
墓
は
継
承
さ
れ
ず
、
現
在
親
か
ら
受
け
継
い
で
も
今
後
墓
の
無
縁
化
が
進
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
都
市
圏
で
は
高
度
経
済
成
長
期
に
流
入
し
た
人
口
が
定
着
し
、
小
家
族
化
、
多
様
化
、
ま
た
個
人
化
の
中
で
、
継
承
者

を
必
要
と
し
な
い
墓
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
。
合
葬
墓
は
、
こ
う
し
た
家
族
構
造
の
変
容
と
経
済
的
、
空
間
的
、
都
市
的
な
変
容
の
た
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め
に
、
自
治
体
に
も
市
民
に
も

ニ
ー
ズ
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
公
営
墓
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
承
継
者
が
い
な
い
市
民
に
対
し
て
、
墓
地

使
用

の
提
供
を
進
め
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
合
葬
式
墓
地
を
設
置
す
る
公
営
墓
地
が
出
現
し
て
い
る
。
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1
1
③
　
墓
や
墓
地
の
無
形
化
の
例
と
し
て
、
早
く
に
は
明
治
期
に
特
異
な
例
と
し
て

一
心
寺
の
骨
仏
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
海
や

山

へ
の
散
骨
や
樹
木
葬
墓
地
等
が
出
現
し
て
い
る
。

　

「最
近
、
海
や
山
に
お
骨
を
撒
く
、
い
わ
ゆ
る
散
骨
を
求
め
る
市
民
団
体
が
登
場
し
、
現
実
に
散
骨
を
行
う
人
々
も
出
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
は
散
骨
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
」
で
は
、
「認
め
る
べ
き
で
あ
る
」
6

・
2
%
、
「本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
認
め
て
も
よ

い
」

は
7
2

・
0
%
で
、
散
骨
の
考
え
方
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「自
分
は
散
骨
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す

る
か
」
で
は
、
「全
部
の
骨
の
散
骨
を
希
望
す
る
」
の
は
1
2

・
2
%
で
、
=

部
散
骨
、
残
り
は
墓
に
希
望
す
る
」
が
2
0

・
1
%
、

「希

望
し
な
い
」
が
6
0

・
6
%
と
、
自
分
の
選
択
と
し
て
は
躊
躇
が
見
ら
れ
る
。
葬
法
と
し
て
は
社
会
的
に
容
認
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
自
分
の
選
択
と
し
て
躊
躇
す
る
要
因
は
何
な
の
か
。

　
社
会
的
に
は
散
骨
は
場
所
が
最
も
問
題
に
な
る
。
容
認
す
る
人
は

「原
則
と
し
て
自
由
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」
2
4

・
9
%
、

一

方

「散
骨
場
所
は

一
定
の
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
」
4
2

・
0
%
と
考
え
て
い
る
。
「わ
か
ら
な
い
」
も
2
6

・
6
%
あ
り
、
「散

骨
」
と
い
う
言
葉
を
知

っ
て
い
て
も
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
散
骨
が
行
わ
れ
る
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

「墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
は
も
と
も
と
散
骨
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
明
示
的
に
禁
止
し
た
規
定
が
な
い
。

実
際
に
は
沿
岸
か
ら
約
20
㎞
離
れ
た
沖
合
い
で
、
漁
場
や
交
通
要
所
等
を
避
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
墓
地
で
は
散
骨

エ
リ
ア
を

設
け
て
い
る
所
は
な
い
が
、
「墓
地
の
中
に
散
骨
場
所
を
」
が
1
2

・
7
%
あ
り
、
今
後
の
墓
地
計
画
に
お
い
て
大
き
な
検
討
課
題
で

あ
る
。



葬送と墓についての意識変化

　

1
1
ω
　
有
期
限
化
に
つ
い
て
は
無
縁
改
葬
、
整
理
統
合
に
対
す
る
意
識
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
有
期
限
化

は
墓
の
共
同
化
、

無

形
化
を
生
む
要
素
で
あ
る
。
1
9
9
9
年

(平
成
11
年
)
5
月
に
無
縁
墳
墓

の
改
葬
手
続
き
の
改
正
が
さ
れ
簡
素
化
さ
れ
た
が
、

「知

っ
て
い
る
」
4

・
5
%
、
「聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
1
5

・
8
%
で
2
0

・
3
%
が
知

っ
て
お
り
、
無
縁
に
な
る
こ
と
に
や
や
関
心

が
見

ら
れ
る
。
世
代
別
で
は
、
20
歳
代
9

・
4
%
、
30
歳
代
1
0

・
2
%
、
40
歳
代
1
6

・
8
%
、
50
歳
代
2
3

・
2
%
、
60
歳
代
以

上
3
0

・
8
%
で
世
代
が
上
が
る
に
つ
れ
周
知
度
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「知
ら
な
い
」
が
7
9

・
1
%
で
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
無
縁
改
葬
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
「承
継
者
が
い
な
く
な

っ
た
と
き
」
7
2

・
2
%
で
あ
る
が
、
2
6

・

0
%
の
人
は
承
継
者
が
い
な
く
て
も
無
縁
改
葬
は
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
「管
理
費
を
支
払
わ
な
く
な

っ
た
と
き
」
5
2

・
7
%
、

「無
縁
と
思
わ
れ
る
お
墓

の
前
に
立
て
札
が

一
年
間
立
て
ら
れ
、
最
終
的
に
そ
の
お
墓

の
縁
故
者
が
見
つ
か
ら
な

い
と
き
」
5
6

・

8
%
と
、
具
体
的
な
条
件
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
「永
代
使
用
権
を
取
得
す
れ
ば
無
縁
改
葬
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
る
人
は
6

4

・
1
%
も
い
る
。
墓
地
使
用
料
を
永
代
使
用
料
と
書
か
れ
た
り
、
継
承
者
を
必
要
と
し
な
い
永
代
供
養
墓
も

一
定
年
限
の
後
に
合
葬

さ
れ

る
が
、
墓
地
使
用
契
約
の
内
容
が
使
用
者
に
十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
。
無
縁
改
葬
、
整
理
統
合
に
対
し
て
関
心
が
持
た
れ
始
め
て

い
る
が
、
ま
だ
意
識
は
薄
弱
で
、
墓
の
も

つ
時
間
性
の
概
念
が
問
わ
れ
る
。

　
大
阪
市
市
民
局
の
平
成
14
年
度

(2
0
0
2
年
)
市
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書

『墓
地
に
関
す
る
市
民
意
識
に
つ
い
て
』
で

は
、

「お
墓
を
継
承
す
る
人
が
い
な
い
場
合
、

一
定
の
年
月
が
過
ぎ
れ
ば
合
葬
で
き
る
お
墓
」
に
対
し
て
、
「ぜ
ひ
進
め
る
べ
き
だ
と
思

う
」
人
は
3
3

・
5
%
、
「ま
あ
進
め
る
べ
き
だ
」
3
3

・
1
%
と
6
4

・
1
%
の
人
が
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
「あ
ま
り
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
」
7

・
4
%
、
「全
く
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
」
1

・
7
%
で
、
継
承
者
が
い
な

い
場
合
の
有
期
限
に
つ
い
て
賛
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成
度
が
高
い
。
性
別
と
年
齢
別
で
は
、
40
歳
代
の
女
性
で

「進
め
る
べ
き
だ
」
は
7
割
を
超
え
て
い
る
。

一
方
、
男
性

50
歳
で
は

「進

め
る
べ
き
で
は
な
い
」
が
1
6

・
0
%
と
多
い
。

　
墓

・
墓
地
の
使
用
の
有
期
限
に
つ
い
て
は
、
個
人
墓
や
合
葬
墓
に
つ
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い
る
墓
地
も
あ
る
。
家
族
墓
を
含
め
て
有

期
限
に
設
定
す
る
な
ど
、
墓

・
墓
地
の
も
つ
時
間
概
念
に
つ
い
て
、
今
後
日
本
で
も
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
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2
1

ω

　
葬

式

や
法

事

と

伝

統

的

な
寺

壇

関

係

で
は

、
付

き
合

い
の
あ

る
お

寺

が

「
あ

る
」

人

は

6

2

・
5
%

で
、
年

齢

が
上

が

る

ほ

ど

高

く

な

る
。

20
代

で
は

4

0

・
3

%
だ

が

、

60
代

7
6

・
4

%

、

70
代

以

上

7

7

・
6

%

に

な

る
。

一
方

、

現
在

は

「
な

い
」

人

が

3

7

・
1

%
あ

り

、

今

後
葬

祭

に
あ

た

っ
て
宗

教

色

が

薄

ま

っ
て

い
く

の

か

、
ど

の
よ

う

に

な

っ
て

い
く

か

不

明

で
あ

る
。

　

仏

壇

が

「あ

る
」

5
2

・
9

%

、
神

棚

が

「
あ

る

」

人

は

4

6

・
6
%

あ

る

。

都
市

の
規

模

別

で

は
大

都

市

に

な

る

ほ
ど

少

な

く

な

り

、

町

村

6

7

・
0

%

、

人

ロ

ー0
万

人

以

下

6

1

・
3

%

、

人

ロ

ー0

万

人

以
上

4

8

・
2

%

で

、
大

都

市

で

は

4

1

・
4

%

に

な

る

。

こ
れ

は

、

都
市

の
規
模

別

で
家

族
構

成

に
違

い
が

あ

る

と
考

え

ら

れ

る

が

、
別

の
要

因

か

は
わ

か

ら

な

い
。

「
仏

壇

は

な

い
が

、

場

所

を

決

め

て
位

牌

や

故

人

の
写

真

な

ど

を
飾

っ
て

い
る
」

人

も

5

・
2

%
あ

り

、

今

後

の
方

向

が

注

目

さ

れ

る

。

　

2
ー

②

　

葬

儀

の
意

識

は
墓

や
墓

地

の
形

態

の
選

択

と
連

動

す

る

の

で
は

な

い
か

と
予

測

さ

れ

る

。
葬

儀

に

つ

い
て

の
意

識

を

見

る

と

、

「
死

者

を

死

後

の
世

界

に

送

る

儀

礼

で

あ

る

」

3

8

・
1

%

と

「
死

者

と

お

別

れ

を

す

る
儀

礼

で

あ

る
」

3

6

・
1

%

が

ほ

ぼ

同

じ
割

合

に
な

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

「
死
者

を

死
後

の

世

界

に

送

る
儀

礼

」

と
考

え

る

の

は
年

齢

が
高

く

な

る

ほ
ど

増

え

、

60
歳

代

4

6

・
3

%
、

70
歳

代

以

上

4

6

・
5
%

に
な

る

。

一
方

、

「死

者

を

偲

ぶ

(追

悼

す

る
)
」

は

20
代

1
9

・
5
%

、

30
代

2

2

・
1

%

、

40
代

2

0

・
3

%

、

50
代

1

7

・
7
%

で

、
各

年

代

と

も

2

割

前

後

で

あ

る

が

、

60
代

1
1

・
8

%

、

70
代

1

1

・
6

%

に

な

る

。

こ



れ
は
死
者
を
送
る
立
場
の
世
代
か
、
死
者
の
年
代
に
近
く
見
送
ら
れ
る
立
場
に
な
る
世
代
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
宗
教
的
な

意
識

の
違
い
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
葬
式
が
社
会
的
地
位
を
反
映
す
る
か
、
ま
た
自
分
の
葬
儀
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
地
位
に
ふ
さ
わ
し
く
と

「思
わ
な
い
」
と

い
う
人
が
計
6
1

・
0
%
を
占
め
る
。
今
後
高
齢
社
会
で
寿
命
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
故
人
が
職
場
等
か
ら
離
れ
て
か
な
り
の
年
数

を
経

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
送
る
立
場
の
世
代
も
定
年
後
や
高
齢
化
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
傾
向
は
進
む
と
考
え
ら

れ

る
。
自
分
自
身
の
葬
式
に
つ
い
て

「質
素
な
葬
式
」
を
望
む
人
が
3
9

・
4
%
で
簡
素
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
葬
式
は

「死
者
の
意
思
を
尊
重
し
て
行
う
べ
き
」
と
考
え
る
人
は
計
9
2

・
5
%
と
、
送
る
立
場
よ
り
本
人
の
意
思
を
表
現
す

る
傾
向
が
明
確

で
あ

る
。
そ
れ
に
は
生
前
の
意
思
を
明
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
の
葬
式
の
規
模
に
つ
い
て
は

「特
に
希
望
は
な
い
」

も

3
3

・
7
%
あ
る
。

葬送と墓についての意識変化

3
.
戦
没
者
の
墓
は
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族
墓
地
の
中
や
村
落
共
同
墓
地
の
中
に
戦
没
者
の
区
画
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、

戦
没
者
の
慰
霊
施
設
は
地
域
や
、
沖
縄
に
は
各
県
の
戦
没
者
の
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
戦
没
者
の
慰
霊
に
つ
い
て
は
、
「わ
か

ら
な

い
」
が
3
8

・
8
%
、
「現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」
3
0

・
3
%
で
あ
り
、
す
で
に
戦
争
経
験
者
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
如
歳
未
満
で
は

「わ
か
ら
な
い
」
は
5
割
を
超
え
て
い
る
。
「新
し
い
戦
没
者
慰
霊
施
設
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
」
と
答
え

た

の
は
1
7

・
7
%
あ
る
が
、
「信
教
の
自
由
の
立
場
か
ら
、
特
定

の
宗
教
色
を
排
除
し
た
戦
没
者
慰
霊
施
設
が
必
要
で
あ
る
か
ら
」

が

4
7

・
2
%
と
半
数
を
占
め
て
い
る
。
年
齢
別
で
は
、
30
代
、
40
代
、
50
代
で
は

「戦
没
者
に
限
ら
ず
、
国
や
社
会
に
貢
献
し
な
が

ら
平
和
活
動
や
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
罹
災

・
死
亡
し
た
人
を

一
緒
に
慰
霊
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
国
と
し
て
設
け
る
べ
き
だ

か
ら
」
と
、
広
く
社
会
的
貢
献
を
考
え
て
い
る
。
戦
争
経
験
が
あ
る
70
歳
以
上
の
人
は
、
「戦
争
を
記
憶
す
る
た
め
」
と
考
え
て
お
り
、

145



重

い
思
い
と
し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

146

 

ま
と
め

　
葬
送
と
墓
に
つ
い
て
、
墓

・
墓
地
、
宗
教
や
葬
儀
、
そ
し
て
戦
没
者
の
慰
霊
の
そ
れ
ぞ
れ
を
め
ぐ
る
意
識
を
調
査
結
果
か
ら
見
て
き

た
。
墓

・
墓
地
を
め
ぐ
る
意
識
は
、
年
齢
別
等
で
少
し
違

い
が
あ
る
と
は
い
え
、
無
形
化
、
共
同
化
、
有
期
限
化
の
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
す
べ
て
が
意
思
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
現
実
へ
の
対
応
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

葬
式

に
つ
い
て
は
社
会
的
な
位
置
づ
け
よ
り
、
個
人
化
の
傾
向
が
明
確
で
変
化
が
見
ら
れ
る
。
戦
没
者
の
慰
霊
を
め
ぐ

る
意
識
は
、
家

族
の
中
に
戦
没
者
が
あ
り
、
戦
争
経
験
を
持

っ
て
い
る
人
が
減
少
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
は
社
会
的
課
題
で
あ
る
。
葬

送
と
墓
に
つ
い
て
の
意
識
は
今
後
、
家
族
構
成
、
未
既
婚
、
子
ど
も
の
有
無
、
地
域
別
等
の
属
性
別
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
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